
一般情報

Description
Sf9細胞は、Spodoptera frugiperda Sf21細胞株（IPLB-Sf-21-AE）に由来するクローン分離株である。昆虫細胞培養では、バキュロウイルス発現系を用いた組換えタンパク質の生産によく用いられる。Sf9細胞は上皮性形態で、秋蚕の蛹卵巣組織からクローニングされた。

Sf9細胞の主な特徴の一つは、単層やプラークの形成に理想的な、小さく規則的なサイズである。また、トランスフェクション、プラークアッセイ／精製、高力価ストックの増幅、組換えタンパク質の発現にも適している。Sf9昆虫細胞株は、付着培養および浮遊培養で維持することができ、増殖に血清やCO2を必要としない。

バイオセーフティーレベル1とみなされ、通常26～28度のインキュベーターで培養される。Sf9細胞／バキュロウイルス発現系は、高水準のタンパク質発現に広く使用されており、多くの場合精製のために使用されるが、タンパク質は定義されたSf9細胞環境で機能的に発現されることもある。感染したSf9細胞の大きさは、一般的に直径17-30ミクロンである。

Sf9細胞株とSf21細胞株は、Sf21細胞がより不規則な単層やプラークを形成するのに対し、Sf9細胞株はより小さく規則的な大きさのクローン分離株であるという点で異なっている。

一部のSf9細胞株は、SfRV（Spodoptera frugiperda rhabdovirus）と呼ばれるネガティブセンスのラブドウイルスを保有している可能性があるが、検査したすべてのSf9細胞がこのウイルスに感染しているわけではないようである。Sf9のゲノムサイズは451 Mbp、G+C含量は36.53%と推定されている。

Organism 秋の夜盗虫

Tissue 卵巣

Applications トランスフェクション、プラークアッセイ／精製、高力価ストックの増幅、組換えタンパク質の発現

Synonyms SF9、sf9、SF-9、Sf-9、sf-9、Sf 9、Spodoptera frugiperdaクローン9、Sfクローン9、IPLB-Sf-9AE、IPLB-SF-9AE、IPLB-SF-9、IPLB-Sf-9、IPLB-Sf9

特徴

Age 蛹化期

Gender 女性

Morphology 円形、付着、上皮

Growth
properties

単分子膜、付着性

規制データ

Citation Sf9 (Cytion カタログ番号 604328)

Biosafety level 1

NCBI_TaxID 7108

CellosaurusAccession CVCL_0549
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生体分子データ

Virus
susceptibility

バキュロウイルス、Autographa californica（MNPV）、セントルイス脳炎（SLE）

ハンドリング

Culture
Medium

スポドパン（PANバイオテック）

Supplements 必要であれば、増殖を促進するために培地に2％FBSを添加する。

Dissociation
Reagent

アキュターゼ

Subculturing セルスクレーパーによる細胞の剥離を推奨する。剥離した細胞の入った培地を15ml遠心チューブに集める。フラスコに培地を5mlほど加え、数回すすいで残った細胞を集め、チューブ内の残りの細胞と合わせる。300xgで3分間遠心し、上清を取り除き、細胞を新鮮な冷培地に懸濁し、新しいフラスコに分注する。

Seeding
density

1 x 10^4 cells/cm^2。インキュベーターで26～30℃の間で培養する。フィルターキャップ付きの細胞培養フラスコを使用するか、酸素交換ができるようにキャップを緩める。

Fluid renewal 週2～3回

Freeze
medium

凍結保存培地としては、融解後の生存率を十分に保つために完全増殖培地（FBSを含む）＋10％DMSO、または回復を促進し凍結によるストレスを軽減するために最適化された浸透保護剤と代謝安定剤を含むCM-1（Cytionカタログ番号800100）を使用する。
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Thawing and
Culturing Cells 1. 輸送中の最適温度を維持するため、細胞はドライアイスで輸送される。

2. 凍結バイアルを受け取ったら、細胞の完全性を保つために-150℃以下で直ちに保存するか、直ちに培養が必要な場合はステップ3に進む。

3. 直ちに培養する場合は、バイアルを清浄な水と抗菌剤を入れた37℃のウォーターバスに浸し、小さな氷の塊が残るまで40～60秒間静かに攪拌して速やかに融解する。

4. 凍結バイアルを開封する前に70％エタノールで消毒する。

5. 消毒したバイアルを注意深く開け、細胞懸濁液を8mlの室温培養液を入れた15ml遠心チューブに移し、穏やかに混ぜる。

6. 混合物を300 x gで3分間遠心して細胞を分離し、残留凍結培地を含む上清を注意深く捨てる。

7. 細胞ペレットを10mlの新しい培養液に静かに懸濁する。接着細胞の場合は、懸濁液を2つのT25培養フラスコに分け、懸濁培養の場合は、細胞の相互作用と増殖を効果的に促進するために、全ての培地を1つのT25培養フラスコに移す。

8. 細胞株の継続的な増殖と維持のため、確立された継代培養プロトコールに従 い、信頼できる実験結果を確保する。

Incubation
Atmosphere 27°C, 0% CO2, humidified atmosphere.

Shipping
Conditions Cryopreserved cell lines are shipped on dry ice in validated, insulated packaging with sufficient refrigerant to

maintain approximately −78 °C throughout transit. On receipt, inspect the container immediately and transfer
vials without delay to appropriate storage.

Storage
Conditions For long-term preservation, place vials in vapor-phase liquid nitrogen at about −150 to −196 °C. Storage at −80 °C

is acceptable only as a short interim step before transfer to liquid nitrogen.

品質管理／遺伝子プロファイル／HLA

Sterility
マイコプラズマ汚染は、PCRベースのアッセイと発光ベースのマイコプラズマ検出法の両方を用いて除外される。

細菌、真菌、酵母のコンタミネーションがないことを確認するため、細胞培養物は毎日目視検査を受けている。
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